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オートファジーにおける最大の特徴かつ謎であるオートファゴソームの形成過程
は、多くの Atg タンパク質が担っている。そのうちユビキチン様修飾系を構成する
因子についてはこれまでに構造基盤の確立に成功してきたが、他の主要 Atg 因子群
の構造情報は依然として不足している。またオートファジーにおいて選択的基質認
識に関わるアダプター因子群に関する構造情報も決定的に不足している。さらに Atg
因子の哺乳類と酵母の間の構造的差異に関する研究もほとんどされておらず、高等
生物固有のオートファジー制御機構の理解が遅れている。そこで本研究課題では、
酵母の主要 Atg 因子群、様々な選択的基質認識に関わるアダプター因子群、そして
哺乳類オートファジーを制御する因子群の構造解析を行い、オートファゴソーム形
成機構や選択的基質認識機構、高等生物における高度な制御機構など、オートファ
ジーの未解決課題解明に向けて構造基盤を確立することを目指す。
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